
地方の実態と自主性を尊重した給与制度を求める署名行動

組合員1人につき2筆以上を目標に、署名行動に取り組む。多くの署
名を結集し、交渉につなげることが目的。要請項目の解説は、自治労
ホームページに掲載しています（左記QRコードを参照）

署
名
で
示
そ
う
組
合
員
の
声

「
国
基
準
」押
し
付
け
に
Ｎ
Ｏ

取り組み期間は4月～6月上旬
全組合員の処遇改善めざそう

自治労は、地方の実態と自主性を尊重した給与制
度を求める総務大臣への署名行動に取り組む。国
の給与制度の地方への押し付けを許さない私たち
の声を「1人2筆以上」の署名に込めよう。

人
事
院
は
、
2
0
2
4
年
夏

の
勧
告
に
向
け
て
「
社
会
と
公

務
の
変
化
に
応
じ
た
給
与
制
度

の
整
備
」
の
成
案
を
示
す
た
め

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
そ
の

内
容
は
新
規
採
用
者
や
若
手
職

員
の
処
遇
改
善
が
含
ま
れ
る
一

方
、
一
部
の
キ
ャ
リ
ア
官
僚
を

優
遇
す
る
措
置
が
多
く
、
中
堅

層
以
上
の
組
合
員
の
処
遇
改
善

に
は
つ
な
が
ら
な
い
も
の
だ
。

地
域
手
当
に
つ
い
て
は
、
市

町
村
単
位
で
定
め
ら
れ
て
い
る

支
給
区
分
の
大
括
り
化
が
検
討

さ
れ
て
い
る
が
、
国
の
見
直
し

内
容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の

で
は
な
く
、
支
給
割
合
を
地
域

の
判
断
で
独
自
に
設
定
で
き
る

よ
う
要
求
す
る
。

自
治
労
は
、
対
総
務
省
署
名

行
動
で「
国
基
準
」を
押
し
付
け

る
こ
と
な
く
、
人
材
確
保
・
人

材
流
出
防
止
の
た
め
の
給
与
上

の
工
夫
や
、
地
方
公
務
員
に
特

有
の
業
務
に
対
す
る
手
当
支
給

が
可
能
と
な
る
よ
う
求
め
る
。

①
：
「
社
会
と
公
務
の
変
化

に
応
じ
た
給
与
制
度
の

整
備
」
の
具
体
化
に
あ

た
っ
て
は
、国
の
制
度
変

更
に
準
じ
た
扱
い
を
自

治
体
に
求
め
な
い
こ
と
。

②
：
給
与
制
度
に
つ
い
て
は
、

地
方
の
実
態
と
自
主
性

を
尊
重
し
た
柔
軟
な
対

応
を
可
能
と
す
る
こ
と
。

③
：
国
基
準
を
上
回
る
手
当

を
支
給
し
た
こ
と
に
よ

る
特
別
交
付
税
の
減
額

措
置
を
撤
廃
す
る
こ
と
。

要
請
項
目

こんにちは。岸まきこです！
私は総務省所管の地方行財政や消防などの課題に
ついて議論する総務委員会に所属しています。直近
では、常勤職員に準じた会計年度任用職員給与の遡
及改定の実施状況と、昨年改正された地方自治法に
基づき今夏6月に支給される勤勉手当に係る整備状
況について質しました。とくに、勤勉手当の整備状
況については、残念ながら昨年12月段階で関係条例
の整備予定のない自治体が110以上あること等が明
らかにされました。
また別の機会には、公務職場のカスタマーハラス
メントについて、日ごろからカスハラの例示を明ら
かにし、周知するなど各自治体での対策が重要とい
う問題を提起しました。松本総務大臣からは、総務
省としても自治体のカスハラ対策を推進する旨の前
向きな答弁を引き出しました。
組合員のみなさんの勤務・労働条件が改善するよ
う、引き続き取り組んでまいります。

勤
務
・
労
働
条
件
の
改
善
め
ざ
し

参
議
院
・
総
務
委
員
会
で
論
戦
展
開

自
治
労
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

4
月
27
日
に
七
尾
市
で
の
活
動
を
終

了
。
28
日
に
現
地
入
り
す
る
第
9
グ

ル
ー
プ
か
ら
は
能
登
町
の
避
難
所
へ

の
支
援
活
動
を
拡
大
す
る
。

自
治
労
が
運
営
を
担
当
す
る
避
難

所
は
2
カ
所
。
能
登
町
で
は
、
15
カ

所
の
避
難
所
に
1
7
2
人
の
被
災
者

が
今
な
お
生
活
し
て
い
る（
4
月
23

日
時
点
・
石
川
県
調
べ
）。

七
尾
市
は
、
市
民
生
活
も
落
ち
着

き
つ
つ
あ
る
よ
う

に
見
え
る
。
し
か

し
、
む
し
ろ
こ
れ

か
ら
が
正
念
場
。

形
を
変
え
た
支
援

の
継
続
が
必
要
だ

（
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
2
面
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲

載
）。

七尾市の災害
ボランティア
センターで活
動する第8グ
ル ー プ／岩
手・栃木の組
合員

自治労支援ボランティア
第9グループからは

能登町避難所支援を拡大

▼

カ
ス
ハ
ラ
対
策
に
つ
い
て
問
題
提
起

し
ま
し
た
（
4
月
11
日
）

ご意見
フォーム自治労HP
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応募資格／自治労の組合員
応募先／郵送および電子メールにて受け付け
ます。
〒102-8464　東京都千代田区六番町１
自治労総合企画総務局：
報道担当「〇〇〇」コンクール係まで
2024oubo＠jichiro.gr.jp2024oubo＠jichiro.gr.jp
発表／機関紙「じちろう」紙上で順次発表の予
定。「文芸」「写真」「まんが」の各受賞作品は自治
労文芸第31号で紹介します。
応募上の注意／必ず「応募票」を作品に添付し
てください。散文・詩歌等

詳しくはこちらから
自治労ホームページをご覧ください

テーマ『車』 8 31
2024年

土

・家族・退職者・家族・退職者

パスワード：jichi2024

自治労ホームページ
組合員限定ページ
※限定動画も公開中

を開催します
自治労情報宣伝セミナー

経験者対象
対面方式 参加者

募集中

仕
事
は
福
祉
課
の
生
活
保
護

の
担
当
で
す
。
4
月
に
障
害
者

福
祉
グ
ル
ー
プ
か
ら
異
動
に
な

り
ま
し
た
。
引
き
継
ぎ
も
ま
ま

な
ら
ず
、
本
当
に
大
変
で
す
。

七
尾
市
は
4
月
1
日
に
市
内

の
断
水
を
解
消
し
ま
し
た
。
し

か
し
家
の
配
管
が
壊
れ
て
い
て

水
道
が
使
え
な
い
市
民
も
少
な

く
な
く
、
問
題
が
解
決
し
た
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
行
政
の
支
援

で
全
国
か
ら
来
て
い
た
職
員
も

減
っ
て
く
る
中
で
、
七
尾
の
職

員
の
疲
労
度

は
、
3
月
よ

り
も
4
月
に

入
り
強
ま
っ

た
よ
う
で

す
。職

員
の
時

間
外
勤
務
、

休
日
・
深
夜

勤
務
は
深
刻

で
す
。
最
低

週
1
日
は
休
め
る
よ
う
に
当
局

に
申
し
入
れ
て
き
ま
し
た
。
少

し
休
め
る
よ
う
に
な
り
、
自
分

を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
、
今
度
は
休
む
こ

と
へ
の
罪
悪
感
を
抱
い
た
り
、

先
の
仕
事
が
心
配
に
な
っ
た

り
、
精
神
面
の
疲
れ
を
訴
え
る

職
員
が
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。

今
、
そ
う
い
う
フ
ェ
ー
ズ
の
変

わ
り
目
に
あ
る
よ
う
で
す
。

4
月
15
日
に
震
災
対
応
業
務

に
関
す
る
要
求
書
と
春
闘
要
求

書
を
提
出
し
ま
し
た
。
休
み
の

確
保
と
時
間
外
手
当
、
被
服
費

の
支
給
を
重
点
に
し
ま
し
た
。

被
災
し
た
東
北
・
熊
本
の

仲
間
の
経
験
に
学
び
た
い

大
災
害
は
初
め
て
の
経
験
で

す
。
自
治
労
に
は
、
災
害
の
中

で
ど
う
し
た
ら
組
合
の
活
動
を

組
合
員
に
伝
え
ら
れ
る
の
か
、

東
北
や
熊
本
の
仲
間
の
経
験
を

聞
く
場
を
作
っ
て
も
ら
え
た
ら

と
思
い
ま
す
。

地
震
発
生
後
は
集
ま
る
こ
と

が
で
き
ず
、
メ
ー
ル
や
ラ
イ
ン

で
当
局
へ
の
対
応
を
確
認
し

あ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
3
月
19

日
に
よ
う
や
く
対
面
で
四
役
会

議
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
県
本
部
に
は
発
災
直
後
に

職
員
の
た
め
の
救
援
物
資
を
届

け
て
も
ら
い
、
大
変
感
謝
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
が

一
番
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

皆
が
疲
弊
し
て
、
職
場
の
雰
囲

気
が
荒
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
組
合
員
か
ら
い
ろ
い
ろ
相

談
も
受
け
て
い
ま
す
。

当
局
に
お
願
い
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
組
合
と
し
て
の
対
応

も
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

専
門
家
の
助
言
や
相
談
窓
口
な

ど
、
自
治
労
で
検
討
を
お
願
い

で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

七尾市職労 藤田陽子 執行委員長
副委員長等を経て、2023年11月に
委員長に就任 （取材日：4月23日）

佐
原
ひ
か
り
さ
ん
講
演
会

兼
業
作
家
と
し
て
の
思
い
語
る

自治労は4月13日に、自治労文芸コ
ンクール関連企画として、作家・佐原
ひかりさんのオンライン講演会を開催
した。
非正規の図書館司書として働きなが
ら、作家デビューに至った経緯や「居
場所としての役割」を果たす図書館の
魅力についてお話いただいた。講演の
アーカイブ映像は、右QRコードから
YouTubeで視聴することができる。

震災をのりこえて職員が前を向くために

これからの最大の課題は
職場のメンタルヘルスと
ハラスメントへの対策

「図書館に育ててもらった感覚がある」
と語る佐原さん

自
治
労
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
展
開
す
る
石
川
県
七
尾
市
を
訪
れ

た
。
能
登
半
島
地
震
の
発
生
か
ら
4
カ
月
。
職
員
の『
心
身
の
疲
れ
』

が
一
番
の
気
が
か
り
だ
と
、
市
職
労
の
藤
田
陽
子
委
員
長
は
話
す
。

Interview

アーカイブ動画

「『代執行』は地方自治をふみにじるもの」
と話す伊波洋一参院議員（自治労組織内）

辺
野
古
新
基
地
建
設
や
め
よ

最
高
裁
の
上
告
棄
却
に
抗
議

4月2日、沖縄・辺野古新基地建設
に反対する院内集会が、衆議院議員会
館内で開かれた。この集会は、沖縄県
が辺野古新基地建設をめぐる国の「代
執行」を不服とした裁判で、最高裁が
県の上告を審理抜きで却下したことに
抗議するもの。
なお、上告を認めるよう求める団体
署名は、合計2，592団体（うち自治労
1，342団体）。

4
月
22
日
、
し
ま
ね
自
治
研
に
む
け

た
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
セ
ミ
ナ
ー
が
ウ
ェ

ブ
で
開
催
さ
れ
、56
人
が
参
加
し
た
。こ

の
間
、
自
治
研
推
進
委
員
会
は
約
2
カ

月
に
1
度
、
10
月
に
開
催
予
定
の
し
ま

ね
自
治
研
へ
の
熱
を
高
め
て
い
く
た

め
、連
続
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
る
。

今
回
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー
ガ

ナ
イ
ジ
ン
グ
か
ら
学
ぶ
自
治
の
力
」
と

題
し
、
コ
ー
チ
ン
グ
の
実
習
を
参
加
者

同
士
で
体
験
し
な
が
ら
学
び
、
自
治
研

を
は
じ
め
と
す
る
運
動
に
役
立
て
る
こ

と
を
目
的
に
開
い
た
。

10
月
の
し
ま
ね
自
治
研
ま
で
あ
と
2

回
の
ウ
ェ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
を
予
定
（
囲
み

参
照
）。日
々
の
仕
事
や
運
動
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
補
充
、
日
常
の
課
題
解
決
へ
の
ヒ

ン
ト
を
見
つ
け
に
参
加
し
て
み
よ
う
。

自治研
集 会
『
結
び
、つ
な
げ
る
』し
ま
ね
自
治
研

10
月
は『
神
々
が
集
う
国
』へ

おお だ いわ み

島根県大田市の石見銀山
は、2007年に世界遺産に登
録された。銀山で栄えた大
森地区には江戸時代の古い
街並みが残る。集会参加を
機に、訪ねてみてほしい

「日常でも自治研でも使えるアプローチ
を、ぜひ活用して欲しい」と話す、講師
のNPO法人コミュニティ・オーガナイ
ジング・ジャパンの松澤桂子さん（写真
右上）

「しまね自治研」への
カウントダウン

○第3回セミナー 6月25日
「しまね自治研プレトーク①

―分科会の見どころ紹介」
○第4回セミナー 8月未定
「しまね自治研プレトーク②

―しまね自治研の歩き方」
プレゼンター：自治研事務局

島根県本部
⬇

しまね自治研 10／4金 ▼5土
島根県松江市ほか

※詳細は、県本部・単組を通じてご案内します。

日程 2024年6月21日（金）11：00～22日（土）13：00
場所 自治労本部

内容 全体集会
新聞づくり分科会 講師：水谷 一生（有限会社エディット）
ビラづくり分科会 講師：ヨッシー・イリエ（自治労愛知県本部）

スキルアップをめざす実技中心の講座です

対面方式での実技講習です。プログラム詳細、参加申し込みは各県本部まで。
締め切り6月7日（金）
お問い合わせ：自治労総合企画総務局（報道担当）

TEL03－3263－0273 Ｅメール：houdou@jichiro.gr.jp

カウントダウンセミナーを開催中

・・・・2024年5月1日 ［毎月1日・15日発行・1954年4月17日第三種郵便物認可］第2366号（２）
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